

















































































担当 しており、 Icollective learningJとの英訳を
当てている o 実際にこの英訳が最適であったか
























































































































































































ここで注目 してお きたいのは、下線を施 した




























高校 を変えるか 第三の生活の場の設定から 」
と題する 『日本教育新聞』の原稿であった "0I学
校というものは、 一度出来上がってしまうとな
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単 行 本 東 京
千葉県師範 『低学年に於け







範学校教綬 『女子教育学j 一連の女子師範学校の教育学教科書である。 共同学習という表
2 1924年 2月20日
東京 久保良英 (ほぽ同じ内容の教科 現はないが、自由遊戯と対比する形で共同遊戯という表現が用い
富山房発行 (文学博士) 書は前後に複数見ら られている。 (p.104) また、プロジェク卜・メソ y ドやタルトン
青木誠四郎








株式会社 及其の実際j 学習問題の吟味 (問題の提出、提出せる問題に就いての吟味)
史実の発表、補正をいかにすべきか (学習相互間の補正、指導者
のなす補正)、批判をいかに指導すべきか、感想の発表
4 1926年 2月20日 星野書届 三橋節
『教育の基調を正 (r教学刷新の実際的基調j として大同館より 1937年再干10)
せ』
5 1933年 3月10日
東京文光社 家事教綬研 I家事教授法要 女子専門学校家政科学生のための教科書




子師範学校 『小学校に於ける 第 6編 教 育 の 公 民 的 方 法 第 1章目的方面 第2章自 J台
6 (執筆は 1932年 6
株式会社
教諭田島 公民教育の実 の組織第3章 自 治 ホ ー ム の 活 動 第4章ホーム作業


















































































































































142 「東洋大学文学部紀要」第 68集 教育学科編 XL (2014年度)
表-2 I共同学習」の用例 (1945 年~ 1952年)
雪|年月日 |新聞社 | 著者 |署名または新聞の見出 I



























































教材研究 1_._ _.. I _ ..._..~._.~. ___. 






i広島文理科大学第4章新しい道徳教育への道 第三、新しい道徳教育の構想北大路書葺 IA.!cJ.x. . ，:I:.'f-r/¥.-r I 
l教授文学博士 1." .'w.~.._. ~，~ ，~"..~.J 4 新しい道徳教育の実践構想 カリキュラム構成に於ける道徳的点晴 社会科カ
(日本図書セ1:::::::".新しい道徳教育への道(戦撞道徳| 一 一1長田新序京都学 1:'::"':::，-.:，X_'" 1 リキュフムの道徳的点晴各科カリキュフムの道徳的点晴 学習指導方法の道徳的点
ン合一 2∞31せ |教育文献資料集第I期5) .，; ';;;~;;: 
! 京大学助教摂平 I '^"~_'_" ，- _.' '" v， 晴 単冗チ習と道徳性、共同学習と道徳性個別学習と道徳性 生徒指導方法の道
年10月) 1野武夫著 徳的点晴 ホームルーム組織と道徳性、自治会活動と道徳性
支部省[道徳教
l育のための手 Ir文部省制定「道徳教育のための|最初に文部省制定「道徳教育のための手引要綱」全文を掲載し (pp.3-8旬、その解説
学芸図書 I"，.:':":C: I ~:~:_~~:~..~::':''::'.:---
|引J作成委員 ・|手引要綱j補説寸車曹の計画と |を行っている。生活経験の指導における項目で、合議的協力生活、自治活動において
出版社 I :1'~~:';':;:;~~ 1: .._.=~'.:~ ".~.. ._.，. ._，-- I 






1952年 1-___--- 1___. 青年学級のあり方
7 1 ~ v:":~ _I読亮新聞 |宮原誠 | かった青年学級はそれでおしまいである。青年の自主的な勉学の精神こそが、













































































































































例として ーJr日本社会教育学会紀要JNo.20. 1984年、同 「自
己表現への希求から共同化へ」 社会教育基彼理論研究会編 f叢





























んでJf月刊担会教育j国土社、 1958年 12月号、「あやま っ













23 1..1附 tW r小学校における公民教育の実際J明治図書、 1933
年、241頁。
24本文は、市川英11'r文部省制定「道徳教育のための手引要綱j
一徳育の音i聞とその笑際-J(41-42頁) より目|用。
25平野武夫 『新しい道徳教育への道一新しい倫理の確立-j北
大路書房、1950年、 199-200頁。ここでの引用は、日本図
書センタ ーによる復刻版を利用した。
26青木は長野県出身であり、東京帝国大学を卒業後文部省に入
り教材研究課長を務めた。その後東京家政大学教授となり、
学長 となった。戦後文部省で学習指導要領の編集にも参加し
た。I}.J[門は学習心理学、女子教育、家庭教育等。
27静岡大学付属中学校との共著 『生きて働く学力j明治図書、
1965 ij。
28 I司、 1969年。
29吉1:01昇 『生きた学力の形成j国土社、1974年。
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